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生
産
年
齢
人
口
（
15
～
64
歳
）
の
減
少
に
伴
い
、
横
浜
市
の
労

働
力
人
口
は
２
０
０
５
（
平
成
17
）
年
を
ピ
ー
ク
に
減
少
し
て
い
ま

し
た
が
、
女
性
の
労
働
力
人
口
の
増
加
に
伴
い
、
２
０
２
０
（
令
和

２
）
年
に
増
加
に
転
じ
ま
し
た
（
図
１
）
。
ま
た
、
２
０
２
０
（
令

和
２
）
年
の
労
働
力
率
（
15
歳
以
上
人
口
に
占
め
る
労
働
力
人
口
の

割
合
）
は
64
・
１
％
で
、
１
９
８
５
（
昭
和
60
）
年
以
降
最
高
と

な
っ
て
い
ま
す
。
非
正
規
雇
用
や
共
働
き
世
帯
の
増
加
な
ど
、
働
く

環
境
に
も
変
化
が
見
ら
れ
て
い
ま
す
。

市
民
の
仕
事
を
産
業
別
に
見
る
と
、
最
も
多
い
の
が
「
卸
売
業
、

小
売
業
」
で
15
・
5
％
、
次
い
で
「
医
療
、
福
祉
」
（
12
・
２
％
）
、

「
製
造
業
」
（
11
・
3
％
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
２
０
１
５

（
平
成
27
）
年
～
２
０
２
０
（
令
和
２
）
年
の
５
年
間
で
「
医
療
、

福
祉
」
が
約
２
万
７
千
人
増
加
、
「
製
造
業
」
は
約
２
万
２
千
人
減

少
し
、
順
位
が
入
れ
替
わ
り
ま
し
た
（
図
２
）
。

市
民
が
働
い
て
い
る
場
所
は
、
自
宅
を
含
む
居
住
区
内
が
33
・

６
％
で
最
も
多
く
、
市
内
の
他
区
（
28
・
２
％
）
を
含
め
約
６
割
が

市
内
で
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
一
方
、
東
京
都
区
部
に
通
勤
し
て
い

る
の
は
23
・
８
％
で
す
。
区
別
に
み
る
と
、
自
分
の
居
住
区
内
の

割
合
が
高
い
の
は
中
区
（
45
・
９
％
）
、
金
沢
区
（
41
・
９
％
）

で
、
市
内
他
区
の
割
合
が
高
い
の
は
南
区
（
41
・
５
％
）
、
磯
子
区

（
41
・
１
％
）
で
す
。
市
北
部
に
位
置
す
る
青
葉
区
、
鶴
見
区
、
港

「
医
療
、福
祉
」が
約
２
万
７
千
人
増
加
す
る
一
方
、

「
製
造
業
」は
約
２
万
２
千
人
の
減
少

働
く
市
民
の
６
割
は
市
内
で
従
業

0

500,000

1,000,000

1,500,000

2,000,000
（人）

（年）1950 1960 1970 1980 1990 2000 2010 2020

女性 男性

労働力人口の推移図1
国勢調査（総務省） 

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

2015年

2020年

（％）

15.4 12.7 10.7 6.9 6.8 6.7 5.8 5.4 5.0 4.6 20.015.4 12.7 10.7 6.9 6.8 6.7 5.8 5.4 5.0 4.6 20.0

15.5 12.2 11.3 8.0 7.8 6.0 6.6 5.3 5.8 5.0 16.615.5 12.2 11.3 8.0 7.8 6.0 6.6 5.3 5.8 5.0 16.6

卸売業、小売業卸売業、小売業 製造業製造業 医療、福祉医療、福祉 情報通信業情報通信業 サービス業
（他に分類されないもの）
サービス業
（他に分類されないもの）

建設業建設業 運輸業、郵便業運輸業、郵便業 宿泊業，
飲食サービス業
宿泊業，
飲食サービス業

学術研究、
専門･技術サービス業
学術研究、
専門･技術サービス業

教育，学習支援業教育，学習支援業 その他その他

産業（大分類）別15歳以上就業者の割合［2015年-2020年］
国勢調査（総務省） 

図2



028

北
区
で
は
、
市
外
に
通
勤
し
て
い
る
割
合
が
高
い
反
面
、
市
内
他
区

の
割
合
が
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。

性
別
で
は
、
男
性
は
居
住
区
内
の
割
合
が
26
・
６
％
、
市
外
へ

の
通
勤
者
が
44
・
９
％
で
あ
る
の
に
対
し
、
女
性
は
居
住
区
内
が

40
・
０
％
、
市
外
通
勤
者
は
29
・
６
％
と
逆
転
し
て
い
ま
す
。

働
い
て
い
る
市
民
の
85
％
以
上
が
会
社
な
ど
に
雇
用
さ
れ
て
い

る
人
で
、
そ
の
う
ち
約
34
％
が
パ
ー
ト
や
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
の
非
正

規
雇
用
と
な
っ
て
い
ま
す
。
非
正
規
雇
用
の
割
合
を
性
・
年
齢
別
に

見
て
み
る
と
、
男
性
は
全
体
で
17
・
７
％
、
35
～
59
歳
ま
で
は
10
％

以
下
で
あ
る
の
に
対
し
、
60
歳
を
超
え
る
と
急
激
に
非
正
規
雇
用
が

増
え
、
ピ
ー
ク
の
75
～
79
歳
で
は
73
・
８
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
女

性
は
全
体
で
52
・
５
％
、
25
歳
以
上
は
年
齢
が
上
が
る
ご
と
に
増
加

し
、
ほ
ぼ
全
て
の
年
齢
層
で
男
性
を
上
回
り
、
70
～
74
歳
の
84
・

９
％
が
最
も
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

労
働
力
の
約
６
割
を
占
め
る
男
性
の
労
働
力
人
口
が
減
少
し
て

い
る
一
方
で
、
女
性
は
実
数
、
率
と
も
に
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
女
性
の
労
働
力
率
を
年
齢
別
に
み
る
と
、
全
年
齢
層
で
労

働
力
率
が
上
昇
し
て
い
ま
す
が
、
特
に
、
結
婚
や
出
産
、
育
児
な
ど

雇
用
者
の
３
人
に
１
人
が
非
正
規
雇
用

の
時
期
と
重
な
る
こ
と
の
多
い
20
代
後
半
か
ら
30
代
前
半
で
の
上
昇

が
大
き
く
、
30
～
34
歳
で
は
１
９
８
５
（
昭
和
60
）
年
の
約
35
％
か

ら
２
０
２
０
（
令
和
２
）
年
に
は
約
78
％
に
な
っ
て
い
ま
す（
図
３
）。

横
浜
市
は
、
か
つ
て
は
夫
が
働
き
妻
は
就
労
し
て
い
な
い
〝
専

業
主
婦
〟
の
世
帯
の
割
合
が
高
く
、
1
9
9
5
（
平
成
7
）
年
に
は

49
・
５
％
と
ほ
ぼ
半
数
を
占
め
て
い
ま
し
た
（
全
国
は
39
・
７
％
）
。

現
在
で
は
そ
の
割
合
は
23
・
５
％
ま
で
に
大
き
く
減
少
し
、
全
国

（
20
・
７
％
）
と
同
水
準
と
な
っ
て
い
ま
す
（
図
４
）
。
共
働
き
世

帯
の
割
合
は
43
・
５
％
で
過
去
に
比
べ
増
加
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ

で
も
全
国
（
47
・
１
％
）
よ
り
は
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、
夫

婦
の
い
ず
れ
も
働
い
て
い
な
い
世
帯
は
２
割
弱
で
、
１
９
９
５
（
平

成
7
）
年
と
比
べ
て
大
き
く
増
加
し
て
い
ま
す
。

働
く
女
性
の
増
加
、「
専
業
主
婦
」の
世
帯
が

２
割
程
度
に
減
少

（％）
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令
和
４
年
就
業
構
造
基
本
調
査
に
よ
る
と
、
未
就
学
の
子
の
育

児
を
し
て
い
る
人
の
う
ち
普
段
仕
事
を
し
て
い
る
人
の
割
合
は
83
・

７
％
で
、
全
国
（
85
・
２
％
）
よ
り
も
低
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
平

成
29
年
調
査
（
74
・
６
％
）
と
比
べ
る
と
約
９
ポ
イ
ン
ト
増
加
し
て

い
ま
す
。
特
に
女
性
で
は
、
56
・
０
％
か
ら
69
・
７
％
へ
と
大
き
く

増
加
し
ま
し
た
。

育
児
休
業
や
短
時
間
勤
務
、
子
の
看
護
休
暇
等
の
制
度
を
過
去

１
年
に
利
用
し
た
人
は
、
平
成
29
年
調
査
と
比
べ
る
と
、
男
性
は

７
・
８
％
か
ら
22
・
８
％
と
15
ポ
イ
ン
ト
増
加
し
て
い
ま
す
。
女
性

は
31
・
６
％
か
ら
46
・
０
％
と
14
・
４
ポ
イ
ン
ト
増
加
し
、
お
よ
そ

半
数
の
人
が
制
度
を
利
用
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
全
体
で
は
32
・

９
％
で
、
全
国
（
28
・
８
％
）
よ
り
も
４
・
１
ポ
イ
ン
ト
高
く
な
っ

て
い
ま
す
。

一
方
、
介
護
を
し
て
い
る
人
の
う
ち
仕
事
を
し
て
い
る
人
は

60
・
７
％
（
全
国
58
・
０
％
）
、
介
護
休
業
等
の
制
度
を
過
去
１
年

に
利
用
し
た
人
は
14
・
７
％
（
全
国
10
・
３
％
）
で
、
男
性
18
・

０
％
（
同
10
・
６
％
）
、
女
性
11
・
９
％
（
同
10
・
０
％
）
と
、
特

に
男
性
の
取
得
率
が
全
国
と
比
べ
て
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

令
和
５
年
度
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
事
業
所
調
査
に
よ
る
と
、

市
内
事
業
所
に
お
い
て
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
が
24
・
１
％
の
事
業
所

で
導
入
さ
れ
、
テ
レ
ワ
ー
ク
な
ど
の
在
宅
で
仕
事
が
で
き
る
制
度
を

導
入
し
て
い
る
の
は
31
・
１
％
で
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
に
伴
う
テ
レ
ワ
ー
ク
制
度

見
直
し
実
施
に
つ
い
て
は
、
「
制
度
の
拡
充
や
利
用
の
推
奨
を
行
っ

た
」
は
34
・
４
％
、
「
制
度
を
新
た
に
導
入
し
た
」
は
47
・
３
％
、

「
制
度
見
直
し
は
行
わ
な
か
っ
た
」
は
18
・
３
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

テ
レ
ワ
ー
ク
や
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
度
を
保
有
す
る
事
業
所
の
う

ち
、
50
・
９
％
が
テ
レ
ワ
ー
ク
を
、
70
・
５
％
が
フ
レ
ッ
ク
ス
を
今

後
も
推
進
す
る
と
回
答
し
て
い
ま
す
。

令
和
４
年
就
業
構
造
基
本
調
査
に
よ
れ
ば
、
過
去
１
年
間
に
前

職
を
離
職
し
た
理
由
で
最
も
多
い
の
は
、
「
労
働
条
件
が
悪
か
っ

た
た
め
」
（
13
・
６
％
）
で
、
全
国
（
13
・
２
％
）
よ
り
も
高
く

な
っ
て
い
ま
す
。
「
出
産
・
育
児
の
た
め
」
（
２
・
０
％
）
は
全
国

（
２
・
７
％
）
よ
り
も
低
く
な
っ
て
お
り
、
性
・
年
齢
別
で
は
、
女

性
25
～
34
歳
で
６
・
０
％
で
全
国
（
11
・
４
％
）
よ
り
も
低
く
、
同

35
～
44
歳
で
は
10
・
８
％
で
全
国
（
８
・
５
％
）
よ
り
も
高
く
な
っ

て
い
ま
す
。

神
奈
川
県
の
デ
ー
タ
に
な
り
ま
す
が
、
１
日
の
時
間
の
配
分
を

行
動
の
内
容
別
に
調
べ
た
令
和
３
年
社
会
生
活
基
本
調
査
（
総
務

省
）
を
見
る
と
、
通
勤
・
通
学
に
か
か
る
平
均
時
間
は
97
分
で
全
国

最
長
と
な
っ
て
お
り
、
全
国
平
均
の
76
分
と
比
べ
る
と
21
分
長
く
、

性
別
で
み
て
も
男
女
と
も
に
全
国
最
長
で
、
男
性
は
１
０
４
分（
全

国
平
均
82
分
）、女
性
は
86
分（
全
国
平
均
69
分
）と
な
って
い
ま
す
。

介
護
を
し
て
い
る
人
の
60
・
７
％
が

仕
事
も
し
て
い
る

テ
レ
ワ
ー
ク
や
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
な
ど
の

柔
軟
な
働
き
方
に
関
す
る
制
度
の
整
備
が
進
む

離
職
理
由
の
１
位
は「
労
働
条
件
」

通
勤
・
通
学
時
間
は
全
国
最
長
で
、

平
均
よ
り
も
約
20
分
長
い

育
児
を
し
な
が
ら
仕
事
を
し
て
い
る
人
や
、

育
児
休
業
等
の
制
度
利
用
者
は
大
き
く
増
加


